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11 新規利水対策案の概要新規利水対策案の概要
サンルダムサンルダム
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豊富町 サンルダム完成予想図

サンルダムにより、必要な開発量を確保する。
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22 新規利水対策案の概要新規利水対策案の概要
河道外貯留施設河道外貯留施設

河道外貯留施設検討位置図河道外貯留施設検討位置図サンルダム事業区域内のサンル川沿いに河道外貯留施設を
建設し、必要な開発量を確保する。

浄水場
(名寄市水道)

真勲別
河道外貯留施設河道外貯留施設

浄水場

名寄市水道
供給区域

下川町水道
供給区域

河道外貯留施設河道外貯留施設
浄水場

(下川町水道)

貯水容量 200,000m3

供給区域

凡 例

既設ダム

岩尾内ダム基準地点



33 新規利水対策案の概要新規利水対策案の概要
地下水取水（新設）地下水取水（新設）

名寄市水道

浄水場
(名寄市水道) 浄水場

浄水場周辺に井戸掘削を掘削し、必要な開発量を確保する。

名寄市水道
供給区域

(名寄市水道) 浄水場
(下川町水道)

施設検討位置
（名寄市水道）

真勲別

名寄市

施設検討位置
（下川町水道）

井戸深さ 150m

井戸孔径 φ200

井戸本数 3本

井戸深さ 150m

下川町水道
供給区域

名寄市
風連地区

井戸深さ 150m

井戸孔径 φ100

井戸本数 1本

岩尾内ダム凡 例

既設ダム

基準地点



44 新規利水対策案の概要新規利水対策案の概要
地下水取水（既設井戸継続）地下水取水（既設井戸継続）

名寄市では風連地区での既設井戸の継続利用を行い 下川町で

名寄市水道

浄水場
(名寄市水道) 浄水場

名寄市では風連地区での既設井戸の継続利用を行い、下川町で
は浄水場周辺に井戸掘削を掘削し、必要な開発量を確保する。

名寄市水道
供給区域

(名寄市水道) 浄水場
(下川町水道)

真勲別

名寄市

施設検討位置
（下川町水道）

井戸深さ 150m

下川町水道
供給区域

名寄市
風連地区

既設井戸既設井戸
・浄水場・浄水場

井戸深さ 150m

井戸孔径 φ100

井戸本数 1本

浄水場浄水場

継続利用

岩尾内ダム凡 例

既設ダム

基準地点



55 新規利水対策案の概要新規利水対策案の概要
既得水利権の転用＋地下水取水既得水利権の転用＋地下水取水

凡 例凡 例

既設ダム（直轄）

基準地点

浄水場 浄水場既設取水施設既設取水施設 浄水場
(名寄市水道)

浄水場
(下川町水道)

既設取水施設既設取水施設
・浄水場・浄水場

新設取水設備
（名寄市水道） 新設導水路新設導水路

名寄市水道
供給区域

真勲別

地下水取水施設
検討位置

（下川町水道）

地下水取水施設
検討位置

（名寄市水道）

供給区域

下川町水道
供給区域

陸上自衛隊名寄駐屯地の既得水利権（陸上自衛隊名寄専用水
道）を転用し天塩川より取水し 名寄市の不足分及び下川町

岩尾内ダム

道）を転用し天塩川より取水し、名寄市の不足分及び下川町
は浄水場周辺の井戸掘削により必要な開発量を確保する。


